
資
　
料
　
紹
　
介

資
料
紹
介

日
本
外
史
の
清
版
と
プ
ラ
ン
入
訳

脚
　
ま
　
え
　
が
　
き

石
　
原
　
道
　
博

　
「
臼
本
外
史
」
二
十
二
巻
は
い
・
う
濠
で
も
な
く
頼
山
陽
（
日
刈
c
O
O
一
一
〇
Q
o
o
ゆ
）
の

著
わ
す
と
こ
ろ
、
わ
が
安
永
九
年
一
清
の
下
方
四
十
五
年
に
生
玄
れ
、
天
保
三

年
一
道
光
十
二
年
に
残
し
て
い
る
。
　
「
日
本
外
史
」
の
巻
頭
に
文
政
十
年
愈
輝

光
七
年
G
。
。
b
。
刈
）
の
松
平
定
信
に
た
て
象
つ
る
嘗
を
の
せ
て
い
る
か
ら
、
か
れ

の
四
十
八
歳
の
著
作
で
あ
る
。
司
馬
　
遊
の
「
史
寵
」
世
家
の
体
裁
に
な
ら
っ
て

書
か
れ
て
い
る
か
ら
、
跳
馬
正
史
の
影
響
を
ろ
け
た
わ
が
「
六
国
史
」
以
下
の

勅
撰
・
宮
撰
の
正
史
に
準
挺
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
開
ら
か
で
あ
る
。
そ
の

内
容
は
、
た
と
え
ば
「
源
平
盛
衰
記
」
　
「
太
平
記
」
な
ど
か
ら
材
料
を
と
っ
て

い
る
か
ら
、
い
わ
ば
興
味
本
位
、
す
く
な
く
と
も
い
わ
ゆ
る
物
語
的
歴
史
、
な

い
し
数
回
的
歴
日
の
傾
向
の
つ
よ
い
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
い
わ

ゆ
る
発
展
的
．
歴
史
（
史
掌
）
の
立
場
か
ら
い
え
ば
、
そ
の
窃
笑
・
史
観
に
つ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
こ

て
も
．
い
ろ
い
ろ
異
論
や
批
判
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
幸
か
不
幸
か
「
ヨ
本

外
史
」
的
史
実
・
史
観
が
、
従
来
わ
が
国
民
の
あ
い
だ
に
広
く
浸
透
し
て
き
た

こ
と
も
事
笑
で
あ
る
。
手
近
か
な
書
目
を
ひ
も
と
い
て
み
て
も
、
「
日
本
外
史
」

に
か
ん
す
る
参
考
文
献
の
翻
刻
さ
れ
た
も
の
が
百
種
以
上
も
あ
り
、
日
本
全
国

に
わ
た
っ
て
日
本
輿
入
門
の
テ
キ
ズ
ト
と
し
て
江
戸
時
代
以
来
い
か
に
広
く
採

用
さ
れ
た
か
が
5
か
が
わ
れ
る
。
私
の
中
学
時
代
に
も
「
日
本
外
史
」
が
漢
女

の
テ
キ
ス
ト
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
起
さ
れ
る
が
、
現
在
私
の
も
っ
て
い
る
日
本

史
の
知
識
も
多
く
外
史
の
記
事
が
先
入
主
に
な
っ
て
い
る
よ
5
で
あ
る
。
か
の

外
史
氏
日
、
云
々
の
論
賛
の
ご
と
き
は
、
お
の
ず
か
ら
こ
れ
を
言
論
し
た
も
の
．

で
あ
る
。
　
ち
ょ
弓
ど
中
国
史
、
な
い
し
東
洋
史
の
知
識
が
、
多
く
「
十
八
史

略
」
的
で
あ
る
の
と
好
い
対
象
を
な
し
て
い
る
と
思
5
。

　
私
が
こ
こ
で
頭
害
の
よ
弓
な
テ
ー
マ
を
と
り
あ
げ
た
の
は
二
つ
の
理
由
が
あ

る
。
第
一
は
、
　
「
日
本
外
史
」
の
済
版
の
こ
と
や
中
国
に
及
ぼ
し
た
影
響
な
ど

が
従
来
あ
ま
り
し
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
、
英
訳
や
胃
シ
ア
訳
の
こ
と
は
し
ら
れ

て
い
る
が
フ
ラ
ン
ス
訳
の
こ
と
は
し
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
、
す
な
わ
ち
そ
の
史

料
的
価
値
の
紹
介
が
必
要
で
あ
る
こ
と
。
第
二
は
、
右
の
両
者
を
比
較
し
て
中
‘

国
人
と
フ
ラ
ン
ス
人
の
史
観
の
絹
違
が
み
ら
れ
る
こ
と
，
日
本
お
よ
び
日
本
人
、

な
い
し
日
本
史
に
た
い
す
る
認
識
が
、
　
［
、
巳
本
外
史
」
を
通
じ
て
日
本
入
・
中
、

國
人
・
欧
米
人
の
あ
い
だ
に
深
い
影
響
を
凱
た
え
て
い
る
だ
け
に
、
こ
こ
に
掲

（　390　）



げ
た
よ
う
な
問
題
も
け
っ
し
て
小
さ
い
と
は
い
わ
れ
な
い
の
で
あ
る
。

二
　
清
版
日
本
外
史

　
日
本
外
史
の
土
版
に
は
、
私
の
し
っ
て
い
る
も
の
に
つ
ぎ
の
三
種
が
あ
る
。

　
一
　
日
本
外
史
　
光
緒
元
年
（
開
治
八
年
　
一
。
。
瞬
）
広
東

　
二
　
日
本
外
史
・
同
　
五
　
年
（
明
治
十
二
年
　
一
〇
。
諺
）
上
海

　
三
　
臼
本
外
史
　
同
町
†
入
年
（
明
治
三
十
五
年
　
一
8
悼
）
女
塾
閣
石
刻
本

こ
こ
で
は
手
許
に
あ
る
第
二
の
も
の
に
つ
い
て
の
べ
る
。
一
秩
十
二
冊
本
で
、

鉄
に
「
日
本
外
史
評
」
と
題
し
て
あ
る
が
、
第
一
冊
の
第
一
葉
オ
モ
テ
に
は

「
頼
巽
子
成
著
日
本
外
史
銭
澤
子
定
評
閲
」
と
あ
り
、
そ
の
ウ
ラ
に
は

「
光
緒
己
卯
（
五
年
　
一
。
。
お
）
孟
春
日
　
上
海
読
史
堂
新
版
」
と
あ
る
。
子
琴

は
銭
澤
の
字
で
あ
る
が
、
つ
ぎ
に
光
緒
三
年
置
丑
（
H
O
O
刈
刈
）
十
月
の
玉
難
甫
の

「
日
本
町
曳
序
」
が
み
え
る
。

　
　
（
上
略
）
孟
冬
十
月
、
銭
君
子
悪
・
、
手
持
日
本
外
史
詠
野
薄
、
井
面
本
学

　
　
子
成
所
詮
。
余
受
而
読
之
、
筆
老
婚
充
、
厳
議
正
、
紅
血
太
史
公
史
記
。
．

　
　
令
人
影
読
不
厭
、
不
朽
之
作
也
。
観
其
外
史
詳
胴
、
則
国
史
之
厳
密
、
更

　
　
可
知
夷
。
争
友
チ
琴
、
批
語
精
激
、
引
似
入
勝
、
可
為
読
史
之
一
助
。
余

　
　
年
老
、
筆
禿
無
草
、
外
妊
固
願
、
遂
援
筆
而
為
之
序
。

　
つ
づ
い
て
夕
烏
四
年
戊
寅
（
一
G
Q
団
㏄
）
十
月
の
銭
澤
の
「
序
」
が
あ
る
が
、
日

　
　
　
　
　
資
　
料
　
紹
　
介

本
外
史
の
翻
刻
に
よ
つ
て
日
本
史
を
知
ろ
う
と
t
た
こ
と
歴
然
で
あ
る
．
、
つ
ぎ

に
「
凡
例
』
　
「
総
評
」
が
み
え
、
本
文
は
半
葉
十
一
行
二
十
二
字
詰
。
上
部
欄

外
に
銭
澤
の
標
註
的
評
論
（
頭
註
）
が
簡
潔
に
し
る
さ
れ
る
。
い
わ
ゆ
る
外
史

氏
日
、
云
々
の
論
賛
の
あ
と
に
は
、
右
に
擬
し
た
読
史
氏
日
、
云
々
の
銭
澤
の

評
賛
が
み
え
て
い
る
。

　
い
象
一
例
を
、
私
の
専
攻
す
る
日
明
交
渉
史
に
ち
な
ん
で
巻
一
七
徳
川
氏
前

記
・
豊
臣
氏
論
賛
の
と
こ
ろ
を
引
用
す
る
と
、
頭
註
の
論
評
は
、
　
た
と
え
ば

「
三
池
立
論
、
極
賛
美
之
意
」
　
「
転
変
渦
動
、
開
下
文
一
段
議
論
」
　
「
一
瞑
戯

定
」
「
筆
工
風
霜
」
の
ご
と
く
で
あ
る
が
、
外
史
氏
日
、
云
々
の
左
の
と
こ
ろ

の
ご
と
き
は
、
み
だ
り
に
潤
鯛
を
加
え
て
い
る
の
が
め
だ
つ
。

　
A
外
史
寧
日
…
…
鳴
呼
使
太
閤
生
干
女
直
・
鞍
鵜
聞
、
而
仮
之
以
年
、
聴
道

　
　
知
悪
筆
明
之
国
者
、
無
不
待
覚
羅
氏
哉
。

　
　
　
　
　
〔
史
〕

　
B
鳴
呼
使
太
閤
之
武
功
、
済
以
文
徳
、
而
仮
之
以
年
、
南
島
攻
遠
交
、
其
開

　
　
瓢
拓
土
、
叉
鳥
可
量
哉
（
韓
誇
）
。

　
こ
れ
は
い
う
ま
で
も
な
く
雲
版
で
あ
る
と
こ
ろ
が
ら
、
銭
澤
が
女
直
・
蘇
鵜

と
か
、
朱
明
の
国
と
か
、
　
〔
愛
親
U
遍
羅
氏
と
か
の
語
句
を
さ
け
て
恣
ま
緊
に

潤
罰
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
と
も
か
く
全
体
と
し
て
は
「
日
本
外
史
」

の
史
実
・
輿
観
を
お
お
む
ね
肯
定
し
、
多
く
は
す
こ
ぶ
る
こ
れ
に
憧
憬
し
養
意

を
表
し
て
お
り
、
外
史
氏
の
論
賛
に
た
い
し
て
読
史
氏
の
評
賛
と
も
い
う
べ
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
三

（　R91　）



　
　
　
　
　
資
　
料
　
紹
　
介

根
本
的
な
批
点
の
面
は
ほ
と
ん
ど
ま
れ
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
た
い
し
対
賑
的
な
の
が
、
つ
ぎ
に
の
べ
る
フ
ラ
ン
ス
訳
で
あ
る
。

三
　
フ
ラ
ン
ス
訳
日
太
牛
外
q
史

　
昭
和
十
一
年
、
中
山
［
久
四
郎
博
士
が
外
遊
記
念
に
将
来
さ
れ
た
新
収
典
籍
の
・

5
ち
に
フ
ラ
ン
ス
訳
の
日
本
外
史
が
あ
る
。
そ
の
第
一
巻
の
表
紙
を
し
る
せ
ば

　　　　　　　H：工STOIRE　DES　TAIRA、
　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　TIREE　DU

　　　　　　　　　　NIT－PON　GWAI－SI

　　　　　　TRADUIT　DU　CH王NOIS　PAR

　　　　　　　FRAN901S　TURRETTINI

　　　　　EXTRA王T　D珍し，ATSUME　GUSA

　GEN嚢｝VE，　H．　GEORG，　LIBRAIRE．1｛iDITEUR

PARIS，　ERNEST　LEROUX　　LONDON，　TRUBNER・AND　Co
　　　　　　　　　　　　　　1874～75

つ
ぎ
の
ご
と
く
で
あ
る
。

　
日
本
外
皮
を
翼
一
肩
勺
○
宕
ト
Ω
≦
〉
り
Q
Q
同

と
ロ
ー
マ
ナ
イ
ズ
し
て
い
る
が
、
　
局
鑓
協

心
。
『
同
霞
お
a
三
に
つ
い
て
は
詳
か
で
な

い
。
　
｝
月
ω
¢
竃
国
O
q
o
O
》
と
い
う
の
も

何
か
天
草
版
の
よ
弓
な
も
の
で
あ
ろ
弓
か
。

ジ
ュ
ネ
〕
ヴ
で
発
行
さ
れ
て
い
る
が
、
パ

リ
・
ロ
ン
ド
y
で
も
発
売
さ
れ
た
の
で
あ

ろ
う
。
英
訳
も
こ
の
仏
駅
に
よ
っ
た
の
で

あ
ろ
弓
か
。
一
八
七
四
－
七
五
年
は
清
の

同
治
ヤ
三
年
i
光
緒
元
年
（
明
治
七
－
八

年
）
で
あ
る
か
ら
、
最
初
の
清
版
（
広
東
）

よ
り
一
年
早
く
、
相
前
後
し
て
出
［
版
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
四

た
わ
け
で
あ
る
。
つ
ぎ
に
序
文
を
み
る
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
す
で
に
刊
行
し
た
平
家
物
語
第
一
章
か
ら
の
翻
訳
に
お
い
て
、
読
者
は
平

　
　
家
の
盛
衰
を
物
語
る
こ
の
歴
史
小
説
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
か
、
そ
の

　
　
概
念
を
つ
か
ま
れ
た
こ
と
と
思
う
。
後
を
続
け
る
に
さ
き
だ
っ
て
、
平
家

　
　
物
語
の
土
台
と
も
な
っ
た
歴
史
的
事
笑
の
概
要
を
、
こ
の
巻
に
提
示
し
て

　
　
お
き
た
い
。

　
　
　
以
下
の
頁
は
日
本
外
史
か
ら
の
抜
海
で
、
二
十
二
冊
を
も
つ
て
成
り
た

　
　
つ
こ
の
日
本
歴
史
の
第
一
冊
、
そ
の
四
枚
目
か
ら
四
十
九
枚
目
象
で
〔
の

　
　
内
容
∪
を
包
含
し
て
炉
る
。
話
は
壇
の
浦
の
悲
劇
的
結
末
の
後
か
ら
は
じ

　
　
ま
り
、
平
家
の
末
孫
盛
砂
（
呂
。
蜂
・
・
口
σ
q
篇
）
が
見
つ
け
だ
さ
れ
、
冷
情
な

　
　
頼
朝
に
よ
っ
て
死
に
処
せ
ら
れ
る
象
で
続
く
。
こ
の
作
品
は
き
わ
め
て
巧

　
　
み
に
書
か
れ
て
あ
り
と
さ
れ
、
定
評
を
受
け
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
ヨ
ー

　
　
ロ
ヅ
パ
の
読
者
は
わ
れ
わ
れ
岡
時
代
の
史
家
た
ち
と
区
別
さ
れ
る
ど
の
よ

　
　
弓
な
優
れ
た
と
こ
ろ
も
見
出
さ
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
．
、
物
語
の
各
部

　
　
分
の
聞
に
は
多
く
均
衡
が
欠
け
て
お
り
、
こ
こ
に
長
広
雷
が
あ
る
か
と
思

　
　
え
ば
、
ま
た
簡
略
に
す
ぎ
た
議
論
が
あ
り
、
そ
ち
ら
に
は
さ
し
て
重
要
で

　
　
も
な
け
れ
ば
お
互
い
に
脈
絡
も
な
い
事
笑
の
列
挙
で
、
ま
っ
た
く
逸
話
の

　
　
仮
綴
本
と
い
っ
た
具
合
な
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
本
文
の
人
名
・
地
名
・
官
名
な
ど
に
漢
字
を
添

（　39・．o　）



え
て
い
る
こ
と
の
ほ
か
、
日
本
外
史
の
叙
述
形
式
、
史
実
、
史
観
な
ど
に
た
い

し
鋭
利
な
砥
草
を
も
つ
て
批
判
し
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
少
く
と
も
わ
れ
わ
れ

が
こ
ん
に
ち
「
日
本
外
史
し
の
欠
点
と
み
な
し
て
い
る
点
を
、
ゆ
く
り
な
く
電

明
確
に
指
摘
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
に
従
来
の
田
本
（
中
国
）
史
学
と

フ
ラ
ン
ス
（
西
欧
）
色
敵
と
の
畑
躍
屈
、
区
別
を
も
み
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
。

　
古
来
、
申
煽
怠
学
の
伝
統
ほ
「
史
記
」
　
「
野
鳥
」
に
は
じ
ま
り
、
い
わ
ゆ
る

正
史
の
叙
述
形
式
は
「
清
史
稿
」
に
い
た
る
ま
で
連
綿
と
し
て
そ
の
流
れ
を
く

む
．
．
こ
と
に
嬬
教
の
徳
治
主
義
を
政
教
の
正
統
と
し
て
か
ら
は
、
「
資
「
治
通
鑑
」

に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
教
訓
的
歴
史
が
そ
の
主
流
を
な
し
た
が
、
　
日
本
の
史

学
・
史
槻
も
ま
た
申
圏
の
影
響
に
よ
っ
て
、
ほ
ぼ
同
様
の
発
展
を
と
げ
て
明
治

時
代
に
お
よ
ん
だ
。
し
た
が
っ
て
「
日
本
外
輿
」
が
申
国
人
に
よ
っ
て
一
応
肯

定
朗
な
立
場
で
受
入
れ
ら
れ
た
こ
と
は
む
し
ろ
当
然
で
あ
り
、
こ
れ
に
反
し
、

史
実
考
証
を
申
心
と
す
る
発
展
的
歴
史
に
培
わ
れ
た
西
欧
に
お
い
て
、
「
日
本

外
史
」
が
中
国
な
み
に
受
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
の
も
、
こ
れ
ま
た
当
然
の
こ
と

で
あ
ろ
ら
。

著
狭
の
油
桐
載
培
の
災
料

　
今
度
藩
占
丁
者
、
不
量
一
一
桐
切
申
候
照
性
、
曲
事
之
由
、
仰
か
け
ら
れ
候
条
、

種
々
御
…
理
申
、
殊
更
両
県
μ
為
書
入
と
、
色
乃
御
難
雪
目
申
候
へ
煮
ハ
、
無
御
分
別
候

之
間
、
則
あ
り
の
玄
言
価
数
少
も
不
審
隠
、
持
せ
被
参
横
上
者
、
両
入
之
者
共

涯
分
在
所
中
ヲ
せ
ん
さ
く
申
、
少
も
接
写
蓮
の
こ
さ
す
被
参
候
上
者
、
柳
偽
申
r

候
者
、
諸
神
諸
仏
之
御
罰
可
廻
者
也
、
働
如
件
、

　
　
天
正
拾
七
年
二
月
拾
九
日
　
　
　
　
　
別
　
当
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
和
衛
門
尉
（
花
押
）

　
　
御
賀
尾
浦
　
刀
祢
　
胃
姓
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
参

　
　
　
　
　
資
　
料
　
紹
　
介

　
こ
の
文
欝
は
、
こ
の
夏
、
京
大
国
史
・
地
理
研
究
箋
が
共
同
で
行
っ
た
若
狭

の
漁
村
調
査
の
際
、
三
方
郡
三
方
町
，
字
神
子
の
大
音
所
蔵
文
嘗
中
に
見
出
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。
ガ
畑
中
の
桐
と
は
油
桐
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
実
か
ら
と
っ
た

桐
油
は
、
む
か
し
主
に
燈
用
に
さ
れ
、
ま
た
紙
に
塗
？
て
桐
油
紙
を
作
っ
た
。

山
腹
を
利
用
し
う
る
の
で
、
耕
地
の
少
い
村
落
で
は
油
桐
栽
培
は
絹
当
膚
利
で

あ
っ
た
ら
し
く
、
中
世
末
よ
り
各
地
で
栽
培
さ
れ
た
が
、
い
ま
で
は
鳥
取
・
千

葉
二
県
と
若
狭
沿
岸
地
方
に
限
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
文
書
は
、
若
狭
に
お
け
る

油
綱
栽
培
が
天
正
鋸
闘
ま
で
遡
り
5
る
こ
と
を
示
す
遺
重
な
史
料
で
あ
る
。

八
五

（　393　）


